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LCM を使用したアップグレード                              2025 年 3 月版 

 

AOS では、各種ソフトウェアおよびクラスタにあるハードウェアのファームウェアについて一括でアップ

グレードを行う Life Cycle Manager (LCM)と呼ばれる機能がございます。LCM を使用することでクラス

ターのソフトウェアやファームウェアを低い運用負荷でアップグレードできます。アップグレードを行う

事で既知の事象の修正が適用され問題を事前に予防する事ができる、また新しい機能が利用可能になり利

便性が高まるといった利点がございます。 

 

このドキュメントでは、Prism Element(AOS クラスター)における LCM を用いたアップグレードの概要を

ご案内します。 

【おことわり】スクリーンショットは、LCM や AOS のバージョンに応じて若干異なる場合があります。 

 

LCM 利用にあたって: Connected Site と Dark Site 

LCM については、ご利用のクラスタのネットワーク環境により動作要件が異なります。 

デフォルトの状態かつ弊社推奨の状態としては、クラスタの全ての CVM から以下の弊社サイトへアクセ

スできる事となります。 

 

⚫ download.nutanix.com     (HTTP:80, HTTPS:443) 

⚫ release-api.nutanix.com  (HTTP:80, HTTPS:443) 

 

上記を含むインターネットへ接続可能な環境を Connected ないしは Connected Site と呼びますが、LCM

は上記の弊社サイトと通信、ソフトウェアやファームウェアの更新情報や依存関係を取得し、アップグレ

ード可能なバージョンを表示、指定された 1 つあるいは複数のアップグレードについて適切な手順で実施

します。 

 

ただ、全てのクラスタで上記の弊社サイトへアクセスできるとは限りません。 

 

弊社サイトを含む外部インターネットへのアクセスができない環境を Dark Site と呼びますが、Dark Site

での LCM の利用については、Dark Site での LCM の使用についてご確認のうえ、Direct Upload ないし

はローカル Web サーバをお試しください。 
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LCM 利用の要件: Connected Site の場合 

クラスタの全ての CVM から以下の弊社サイトへアクセスできる事が要件となります 

⚫ download.nutanix.com     (HTTP:80, HTTPS:443) 

⚫ release-api.nutanix.com (HTTP:80, HTTPS:443) 

 

この HTTP/HTTPS でのアクセスについては CVM から直接接続可能でも、また Prism に設定された

HTTP/HTTPS プロキシー経由でも構いません。なお Prism にて HTTP/HTTPS プロキシーが設定されて

いる場合、LCM は自動でプロキシー経由での通信を行います。 

 

なお、HTTP/HTTPS プロキシーを設定した環境であっても、クラスタの各 CVM から Prism にて設定さ

れた DNS サーバにて上記 2 つの FQDN について名前解決ができる必要がございます。ご注意ください。 

 

LCM 利用の要件: Connected Site および Dark Site の場合 

• LCM は 1 ノードクラスタでもご利用頂けます 

• ただし 1 ノードクラスタでは LCM でのファームウェアのアップグレードは実施できません1。 

• Dell Technologies 社製ハードウェアをご利用の環境では、iDRAC Service Module(is)および Patent のバ

ージョン要件があります。これは KB-5351 をご確認ください。 

なお 2024/10 現在、以下になります2。 

• iDRAC Service Module(iSM): 3.4.0 以上 

• PTAgent: 1.9.0 以上 

 

• HPE 社製ハードウェアをご利用の場合、iLO のバージョンが 3.04 以前の場合アップグレードで失敗する

場合があります。詳細は HPE iLO のファームウェアバージョンが古い場合をご確認ください 

• リリースノートの[Known Issues]および[Limitations]の項をあらかじめご確認ください。 

なおリリースノートは以下サポートポータルのページにございます。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/list?type=software&filterKey=software&filterVal=LCM 

  

 
1 LCM でのファームウェアアップグレードが実施できない、あるいは何らかの理由で LCM を使用しないファームウ

ェアアップグレードをご検討の場合は、以下ドキュメントをご確認ください。 
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Hardware-Admin-Guide:bre-manual-firmware-update-c.html 

また FAQ の記載も併せてご確認ください。 
2 もしご利用の iSM,PTAgent が以前のバージョンの場合は、LCM のご利用前にそれぞれアップグレードの実施をお

願いいたします。手動でのアップグレードの方法については Dell Technologies 社へお問い合わせください。 

https://portal.nutanix.com/kb/5351
https://portal.nutanix.com/page/documents/list?type=software&filterKey=software&filterVal=LCM
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Hardware-Admin-Guide:bre-manual-firmware-update-c.html
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LCM によるアップグレードの流れ 

LCM を用いたアップグレードを実施する場合は、以下の流れで行います。 

 

1. Perform Inventory を実施 

2. 実施するアップグレードを選択、アップグレードプランを作成 

3. プランを確認、アップグレードの実施 

 

1. Perform Inventory の実施 

 

Prism にログイン、画面左上の Home(ホーム)など画面名が記載されている部分をクリック、表示された

メニューより LCM を選択します。3 

画面上側 Inventory をクリック、表示された画面の青い Perform Inventory をクリックすると、Perform 

Inventory が実施されます。 

 

Perform Inventory では以下の処理が行われます。 

 

• LCM 自身のアップグレードの実施 

• 現在のクラスタのファームウェアやソフトウェアの情報の収集 

• ファームウェアおよびソフトウェアの更新情報、および依存関係の取得 

 

なお、Perform Inventory の実施はあくまで情報の収集のみのため、Perform Inventory の実施ではクラス

ターあるいは仮想マシンへの影響はありません。 

  

 
3 AOS 5.10 より前の Prism では、画面右上歯車のメニューから Life Cycle Management(ライフサイクル管理)をク

リックします。 



- 4 – 

 

Perform Inventory を開始すると、LCM の Inventory の画面では以下の進捗が表示されます。 

 

この状態で Prism の別の画面に移行して他の操作を行って頂いても構いません。 

Perform Inventory の実施が終わると、Inventory の画面には Perform Inventory 実施時点のファームウェ

ア、ソフトウェアの各バージョンの一覧が表示されます。 

また画面上 Updates のタブに数字が表示されます。これはいくつの種類のソフトウェア/ファームウェア

がアップグレード可能かを示します。 

 

 

Perform Inventory の自動実行 

LCM の Settings にて Enable Auto Inventory を有効にすると

毎日 指定された時間に Perform Inventory を実行できます。 

 

これにより Inventory に表示される内容やアップグレードの

項目を最新に保つことができます。 
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2. アップグレードの選択とアップグレードプランの作成 

Perform Inventory の実施後、画面上 Updates の Software, Firmware の画面にてソフトウェアやファー

ムウェアのアップグレードを選択できます。 

以下はソフトウェアの画面になります。 

 

 

以下はファームウェアの画面になります。ファームウェアの場合、ホストごと指定が可能な点にご注意く

ださい。 

 

 

各ソフトウェアのバージョン、ファームウェアの対象の下の青いリンクをクリックすることで、アップグ

レードするバージョンを選択できます。 

 

また、BMC のアップグレードをチェックすると BIOS にもチェックが入るなど、依存関係のためあわせて

アップグレードをする必要がある場合は、一方をチェックした際にもう一方についても自動的にチェック

が入れられます。 
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アップグレードを行うソフトウェア、ファームウェアを選択後、LCM の Updates の画面左上 View 

Upgrade Plan をクリックすると、指定されたアップグレードに関してその実施順序やそれにともなう影響

を検証、画面を表示します。以下はその画面の表示例になります。 

青地の部分が示すとおり、このアップグレードでは CVM(Prism Central の場合は PCVM)が 1 度ずつ再起

動される事、ユーザのワークロード(仮想マシン)には影響がないことが示されております。 

 

また、画面右下 Next をクリックすると、その次に実施に際しての注意点が表示されます。 

 

上記の場合、AOS のアップグレード前に Prism Central をアップグレード後のバージョンをサポートする

バージョンに先にアップグレードを行う必要があることが示されております。 

これら確認後、画面右下の Apply N Updates(N はアップグレードの実施数)をクリックすると、実際のア

ップグレードが始まります。 

 

なお、ハイパーバイザが ESXi の場合、必要に応じて vCenter Server の資格情報を入力が求められます。

これはアップグレードにあたってホストをメンテナンスモードに切り替えるなどの操作の際に vCenter 

Server へアクセスするのに利用されます。 
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アップグレードに際してホストの再起動が必要な場合、仮想マシンの待避が可能かについて確認が実施さ

れます。待避できない仮想マシンがある場合、以下のように一覧で表示されます4。 

 

待避できない仮想マシンとは、たとえば vSphere DRS が無効であり ESXi ホストのメンテナンスモードへ

の切り替え時に vMotion での待避が実施できない vSphere クラスタである、DRS は有効だが仮想マシン

に設定されているアフィニティの制約で vMotion できない場合など5があります。 

ここで一旦キャンセルして、指摘された仮想マシンについて手動で vMotion やライブマイグレーションの

実施、仮想マシンの停止後に再度アップグレードをご選択していただいても構いません。 

なお、ESXi の場合 画面にある Automatically shut down VMs through LCM にチェックを入れると、待

避できない VM についてはアップグレードの際に LCM により強制的にシャットダウンされます。アップ

グレード完了後、シャットダウンされた仮想マシンは自動的に再度パワーオンされます6。 

AHV の場合はこうしたチェックボックスはなく、待避できない仮想マシンが存在する場合は LCM により

強制的にシャットダウンされ、アップグレード後に再度パワーオンされます。 

 

なお、アップグレードにて CVM の再起動やハイパーバイザ(ホスト)の再起動が発生する場合、その実施の

順序(どのノードから行われるか)は指定できません7。  

 
4 なお、CVM はこの確認の対象外となります。CVM は常に vMotion で移動ができない仮想マシンのためです。 
5 その他、たとえば何らかのハードウェア(USB デバイスなど)を割り当てされている仮想マシン、ノードの起動ディ

スクに存在するローカルの VMFS 領域に誤って作成された仮想マシンなどもそれにあたります。ローカルの VMFS

領域は CVM などクラスタの管理のために存在するため、通常の仮想マシンは配置しないことが前提となります。 
6 LCM のアップグレードの前に停止などを行わず、また Automatically shut down VMs through LCM のチェックを

入れない状態で、即ちリストアップされた仮想マシンが待避できないまま、LCM のアップグレードを開始すると、

そのアップグレードは失敗します。ご注意ください。 
7 ファームウェアアップグレードの場合は 1 ホストごと指定、アップグレードを実施、次のアップグレードを行う事

である程度の順序の制御はできます。 
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3. アップグレードの実施 

アップグレードが開始されると、Perform Inventory の時と同じく進捗が表示されます。 

 

なお、Stop Update を押すことでこのアップグレード処理を中止させることができます。 

 

Stop Upgrade をクリックするとまず中止しても差し支えのない状態までアップグレードの処理を実施、

その後に停止の処理を行います。即時での停止ではないのでご注意ください。 

 

アップグレードの処理にて CVM の再起動がある場合、Prism のサービスを実行している CVM が再起動、

Prism のサービスが別の CVM に実施が切り替わるタイミングでブラウザでの表示が更新されなくなる、

接続が切れたと表示される場合があります。 

この場合はブラウザの表示をリロードする、あるいは再度 Prism へアクセス、LCM の Updates ないしは

Tasks(タスク)の画面で進捗を確認してください。 
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【注意】HPE iLO のファームウェアバージョンが古い場合 

HPE iLO のファームウェアのバージョンが 3.04 より古い場合、ヘルスチェックの実施時やアップグレー

ドの実施時に行われる iLO との通信に意図せぬ失敗が発生、失敗する事がございます。 

こちらの詳細は KB-17070 をご確認ください。 

 

iLO のファームウェアのバージョンは iLO へウェブブラウザでアクセスした際のログイン画面、あるいは

ログイン直後の画面に記載がございます。 

 

根本的な対処としては SPP-2023.09.00.00.03 (HPE-LCM-1.9.1 以降で提供)ないしそれ以降の SPP を

LCM にて適用いただくこととなります。 

 

なお、暫定的な回避策として iLO のリセットの実施がございます。アップグレードの実施の直前(ないしは

iLO と通信を行うヘルスチェックを手動で実施されるその前)に一度各ノードの iLO のリセットを実施、

iLO へウェブブラウザでアクセスし通常通りの表示が行われる事を確認後に実施を頂く事で回避が可能な

ものとなります。 

 

iLO のリセットはブラウザで iLO へアクセス、Information の

Diagnostics の右図のボタンより実施になります8。 

 

 

  

 
8 iLO についての操作の詳細、画面の内容等については、恐れ入りますが HPE 社サポートへお問い合わせをいただけ

ますようお願いいたします。 

https://portal.nutanix.com/kb/17070
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Dark Site での LCM の利用 

Connected Site の場合は Perform Inventory のタイミングで弊社サイトへアクセス、LCM 自身の更新を受

け取りアップグレードを実施、またソフトウェア/ファームウェアの更新情報や依存関係を取得します。ア

ップグレードの際にも弊社サイトへアクセス、実際のアップグレード用バイナリのダウンロードが行われ

ます。このため(プロキシや DNS の要件の確認を除き)LCM の利用に際して特に準備は必要ありません。 

 

Dark Site の場合はこうした情報を取得ができないため、その他の手段を事前に準備する必要があります。 

その他の手段については、以下の 2 つが用意されております。 

 

⚫ Direct Upload 

更新情報や依存関係、アップグレード用のバイナリなどを直接 LCM にアップロードを行い、アップグ

レードを実施する事ができます9。 

 

⚫ ローカル Web サーバ 

弊社サイトのかわりとなる Web サイトを環境内に構築、LCM の設定にてこちらのサイトを参照させる

ことで、更新情報や依存関係、アップグレード用のバイナリを提供します。 

 

それぞれの比較としては以下になります。 

機能 インターネット
接続 Web サーバ構築 対象 概要 

Connected Site 必須 不要 
インターネットに

接続が可能な 
クラスタ全て 

ダウンロードや Web サーバの構築、管理の
手間がなく推奨となる 

ローカル 
Web サーバ 

不要 

必須 多数クラスタの 
ある大規模環境 

Web サーバの構築が手間になるが、一度構
築すると複数クラスタから参照可能な 
ため、大規模環境ではこちらが有利 

Direct Upload10 
(Dark Site での利用) 不要 数クラスタの 

小規模環境 

手軽に実施できるが、クラスタごと個別に
アップロードが必要なため、クラスタ数が
増えると手間が大きくなる点に注意。 

 

 

Direct Upload は手軽な半面、クラスタ数が増えると個別にアップロードの手間がかかります。 

後ほど説明しますローカル Web サーバは構築の手間がかかる半面、複数のクラスタから同時に参照が可

能なため、クラスタ数が多い場合に有利となります。 

 

  

 
9 Direct Upload は LCM バージョン 2.4.1.1 以降で利用することができます 
10 Direct Upload は Connected Site との併用で利用もされます。詳細はこちらをご確認ください。 
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LCM Bundle 

Direct Upload で LCM へアップロードする、あるいはローカル Web サーバで展開する、LCM で使用する

一連のファイルの集まり(アーカイブ)を、バンドル(Bundle)と称しております。 

Direct Upload あるいはローカル Web サーバを使用する場合は、まず各種バンドルを弊社サポートポータ

ルよりダウンロードする必要があります。 

 

LCM Framework Bundle 

LCM Framework Bundle は LCM 自身のアップグレードを格納しているバンドルになります。 

LCM Framework Bundle は以下ページの LCM Framework Bundle の項目よりダウンロードできます。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=lcm 

 

LCM Framework Bundle は Perform Inventory にて必須となります。このためアップグレードごと毎回、

かならずダウンロードしてご用意ください。 

 

Nutanix Compatibility Bundle 

Nutanix Compatibility Bundle はファームウェアやソフトウェアの更新情報や依存関係を提供するバンド

ルになります。Nutanix Compatibility Bundle もまた以下のページよりダウンロードできます。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=lcm 

 

同ページの画面上、Always download the latest Nutanix Compatibility Bundle before software or 

firmware updates の Nutanix Compatibility Bundle の部分のリンクをクリックすることでダウンロードさ

れます。 

 

Nutanix Compatibility Bundle は適宜更新されており、リンクをクリックするとその時点で最新のものが

ダウンロードされます。このためアップグレードごと毎回、かならずダウンロードしてご用意ください。 

  

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=lcm
https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=lcm
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各ソフトウェアのバンドル 

ソフトウェアのアップグレードで使用されるバンドルについては、サポートポータルのそれぞれのソフト

ウェアのページにございます。 

 

AOS LCM Bundle 

サポートポータルの以下ページよりダウンロード頂けます11。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=nos 

AOS のダウンロードページでは複数のバージョンの、用途ごとに異なるバイナリが提供されております。

LCM で利用するのは AOS LCM Bundle という項目になります。 

 

AOS にはまた、NCC や Foundation が含まれており、AOS をアップグレードするとあわせてアップグレ

ードされます12。AOS にどのバージョンが含まれているかについては AOS のリリースノートの Software 

Bundled in This Release の記載をご確認ください。以下は AOS 6.5.6.6 のリリースノートの記載になり

ます13 14。 

 

 

  

 
11 なお、AOS LCM Bundle の提供については LTS では AOS 5.15.6 ないしは AOS 5.20 以降からになります。それ以

前の AOS から 5.15.6 より前の AOS へのアップグレードについては従来の 1-Click Upgrade をお試しください。 
12 ただしクラスタ側により新しいバージョンが先にインストールされている場合はそちらが継続して使用されます。 
13 AOS 6.5 までは AOS に AHV が含まれておりますが、LCM ではこの含まれている AHV ハイパーバイザは利用され

ません。また AOS 6.8,AOS6.10 とそれ以降では AOS に AHV は付属しません。 
14 LCM も付属はしておりますが、LCM は Perform Inventory を実施した際に最新に更新されるため、AOS と共にア

ップグレードされることはありません。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=nos
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AHV LCM Bundle 

サポートポータルの以下ページよりダウンロード頂けます。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=ahv 

 

なお、ハードウェアの機種と AOS のバージョン、ハイパーバイザの組み合わせには制限があります。 

これは以下の Compatibility and Interoperability Matrix のページにてご確認頂けます。 

Hardware Manufacturer と Hardware Model にてクラスタで利用されている機種を選択、AOS Version に

どの AHV バージョンを利用すべきかの確認を行いたい AOS のバージョンを指定、Hypervisor には AHV

を指定いただく事で指定のハードウェアと AOS のバージョンにてサポートされる AHV のバージョンが表

示されます。 

 

AHV ハイパーバイザをご利用の場合、AOS のアップグレードを行いますと上記の組み合わせの制限より

AHV ハイパーバイザについてもアップグレードを行う必要が生じることがもっぱらとなります。 

 

このため AOS のアップグレードの際には、上記の Compatibility and Interoperability Matrix をご確認い

ただき、AHV のアップグレードも必要な場合については、AOS LCM Bundle のダウンロードとあわせて

AHV LCM Bundle についてもあわせてダウンロードの実施をお願いいたします15。 

 

  

 
15 AOS 6.5 までの AOS には AHV ハイパーバイザが含まれておりますが、LCM ではこの含まれている AHV ハイパー

バイザは利用されません。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=ahv
https://portal.nutanix.com/page/documents/compatibility-interoperability-matrix/hardware
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NCC、Foundation 

NCC および Foundation については、以下サポートポータルのダウンロードページへアクセス、Essential 

Tools の項目にあるそれぞれの項目をクリック、LCM Bundle とある項目をダウンロードしてください16。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads/list 

Nutanix Files 

サポートポータルの以下ページよりダウンロード頂けます。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=afs 

 

Nutanix Files のアップグレードについては、そのクラスタで実行されているファイルサーバにてファイル

サーバごとにアップグレードが行われます。異なるバージョンのファイルサーバの混在は、AOS など他の

ソフトウェアとの組み合わせがサポートされる範囲でサポートされます。ただし、混乱の回避のため同じ

クラスタのファイルサーバについては同じバージョンにあわせることが推奨となります。 

 

また、File Server Modules(FSM)や Files Manager17については

画面上側のメニューを切り替えることで一覧に表示されます。 

 

Prism Central 

サポートポータルの以下ページよりダウンロード頂けます。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=prism 

Prism Central のアップグレードはクラスタの Prism(Prism Element)の LCM ではなく、Prism Central に

ある LCM ないしは Software Upgrade の UI を使用します。 

Prism Central のアップグレードの詳細は Prism Central での LCM をご確認ください。 

  

 
16 なお NCC や Foundation のように AOS に同梱されているソフトウェアについては、AOS のアップグレード時に

あわせてアップグレードが行われます。AOS LCM Bundle の記載およびこちらの FAQ をあわせてご確認ください。 
17 File Server Module(FSM)はクラスタの Prism(Prism Element)に組み込まれる、Nutanix Files のファイルサーバ

との連携を取り、また Files Console の UI を提供するモジュールになります。 

Files Manager は Prism Central からファイルサーバを管理する際に使用するモジュールになります。 

どちらも Nutanix Files のアップグレードの際にあわせてアップグレードの必要が生じます。詳細は Nutanix Files の

リリースノートの Nutanix Files Software Compatibility をご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads/list
https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=afs
https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=prism


- 15 – 

 

ファームウェアのバンドル (Release Independent Module (RIM) Bundle) 

各ベンダーのハードウェアごと、ファームウェアのアップグレード用のバイナリをまとめたバンドルが存

在します。以下のページよりダウンロードできます。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=lcm 

 

ファームウェアのアップグレードを行う場合、ご利用のハードウェアのベンダーに対応するバンドルをダ

ウンロードしてください。 

 

Release Independent Module : RIM とは 

初期の LCM では LCM のリリースごとに LCM 自身の更新とファームウェアのバンドルがあわせて更新さ

れておりました。これは Nutanix の機器(NX)のファームウェアだけがアップグレード対象だった頃には 

さしつかえがなかったのですが、他社ハードウェアの更新も LCM で行う際にあたって適切なタイミング

でのファームウェアの更新の提供が困難になってきました。 

このため LCM 自身の更新とそれぞれのハードウェアベンダーごとのファームウェアの更新を独立させ、

ハードウェアベンダーごとのファームウェアのバンドルは LCM のリリースのタイミングに依存せず、 

各自のタイミングでリリースされることになりました。この(LCM の)リリースタイミングに依存しない 

ファームウェアのバンドルの提供を、Release Independent Modules (RIM) Bundle と呼んでおります。 

RIM Bundle ごとのリリース内容、どういったファームウェアのアップグレードが含まれるかは以下ペー

ジにある Release Notes | Life Cycle Manager RIM Bundles をご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/list?type=software&filterKey=software&filterVal=LCM 

ページを表示後、画面右上の 3.0 など LCM のバージョンが表示されているメニューを Release に変更す

ると、下の一覧に Release Notes | Life Cycle Manager RIM Bundles が表示されます。 

  

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=lcm
https://portal.nutanix.com/page/documents/list?type=software&filterKey=software&filterVal=LCM
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RIM Bundle: HPE-LCM について 

HPE-LCM と呼ばれる RIM Bundle は HPE 社向けハードウェアのファームウェアアップグレードのための

バンドルとなります。 

 

Nutanix 製機器(NX)などの一般的な RIM Bundle ではハードウェアに搭載されているデバイスごと個別の

ファームウェアのアップグレード用バイナリが格納されております。それに対して HPE-LCM の RIM 

Bundle では、SPP(Service Pack for Proliant)と呼ばれる巨大なファームウェアアップグレードの集合体

の形で格納されております。 

SPP は HPE 社が提供する HPE 社ハードウェアのファームウェアアップグレードの仕組みになります。

SPP を利用する事でマザーボード上の BIOS や BMC(iLO)、ディスクや NIC、HBA のファームウェアを個

別に更新するのではなく、ひとまとめにアップグレードを行う事ができます。 

HPE 社向けの RIM Bundle では HPE 社と Nutanix で連携の上、Nutanix 環境向けの HPE 社ハードウェア

にカスタマイズされた SPP を LCM を通じて提供している次第です18。 

 

HPE 社ハードウェアでは、LCM の Inventory の画面で個別のファームウェアのバージョンは表示されず、

どのバージョンの SPP が適用されたかが表示されます19。 

もし LCM の Inventory にて SPP のバージョンが Unknown20や Unverified Version21などと適切とは思わ

れない表示がされた場合は、Nutanix のサポートへお問い合わせをお願いいたします。サポートとご相談

の上、表記の修正、あるいは HPE 社の通常の SPP のマニュアルでの適用などの対応を実施いただければ

となります22。 

 

HPE 社製ハードウェアに限らず、ファームウェアのアップグレードについては適宜実施をいただきできる

だけ最新にすることが推奨されます。その上で、HPE 社のサポートポリシーの兼ね合いから、HPE 社製

ハードウェアについては少なくとも 12 ヶ月に一度のアップグレードを実施する事が強く推奨されます。 

  

 
18 LCM で提供しているのは HPE より弊社環境向けにカスタマイズされ提供されている SPP のため、HPE より通常

配布されている SPP とは異なるものになります。ご注意ください。 
19 SPP はあくまでひとまとめにファームウェアアップグレードを行う仕組みのため、SPP でアップグレードされた

HPE 社ハードウェア側には、原則どの SPP が適用されたかは記録されません。 

このため、LCM にて HPE 社製ハードウェアのファームウェアアップグレードを行った際に、どの SPP を適用した

かを iLO に記録させます。Perform Inventory ではこの iLO の記録を持って適用されている SPP のバージョンを特定

します。iLO に記録がない場合、BIOS のバージョンおよび iLO のファームウェアのバージョンから SPP のバージョ

ンを推定します。 
20 LCM-2.4 以降では、ハードウェアの BIOS/iLO のファームウェアが LCM で提供されている最新の SPP に含まれ

る BIOS/iLO のファームウェアより新しいバージョンの場合に、Undefined と表示されることがあります。 
21 BIOS/iLO のファームウェアバージョンから SPP のバージョンの推定に失敗した場合に Unverified Version と表示

されることがあります。 
22 詳細は KB-11979 参照。ただし事前にサポートへご相談をいただくことが推奨となります。 

https://portal.nutanix.com/kb/11979
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ある SPP からどの SPP にアップグレードできるかについては制限がございます。必ずしも最新の SPP へ

一度でアップグレードできるとは限りません。この制限については KB-8940 の記載をご確認ください。 

 

古い SPP が適用された機器の場合、最新の SPP へのアップグレードが一度でできず、複数回 SPP のアッ

プグレードを繰り返すことが生じる恐れがございます。 

 

また、様々な理由から過去の SPP については LCM での提供が終了している場合がございます。 

この結果、あまりにも古い SPP が適用された機器では直接最新の SPP へアップグレードできないのみな

らず、アップグレードに必要な中間のバージョンの SPP について LCM ではもはや提供されていないため

LCM でのアップグレードができなくなるという事態が生じる恐れがございます。 

 

左図は HPE 機器のクラスタでの Inventory になり

ます。各ノードでは SPP 2022.09.01.00.03 という

古い SPP が現在適用されているのが分かります。 

一方、下の図のように Updates の Firmware では

SPP のアップグレードが表示されません。 

 

これは SPP 2022.09.01.00.03 からアップグレード

が可能だった SPP 2022.09.01.00.05 および SPP 

2023.03.00.00.07 がもはや LCM では提供されてお

らず、LCM ではアップグレードができないために

なります23。 

 

 

こうした事態の回避のためにも少なくとも 12 ヶ月

に一度は、LCM による SPP でのファームウェアのアップグレードの実施を行うようにしてください。 

 

  

 
23 もしこのように SPP のバージョンの提供終了で LCM Perform Inventory を実行してもアップグレードできる SPP

が表示されない、最新へのアップグレードができない、と言う場合は KB-11979 をご確認いただき、Solutions の記

載に従って一時的に HPE 社純正の SPP を適用した上で HPE iLO に記載された情報を更新、その後 LCM Perform 

Inventory を実施いただき LCM にて提供されている SPP へのアップグレードを行ってください。 

https://portal.nuranix.com/kb/8940
https://portal.nutanix.com/kb/11979
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Direct Upload 

Direct Upload は更新情報や依存関係、各種アップグレードの LCM Bundle を LCM へ直接アップロードを

行い、アップグレードを実施する機能になります。 

 

Direct Upload だけを利用して LCM でのアップグレードを実施する事もできれば、Connected Site にて

通常のアップグレードを実施、Nutanix の LCM のサイトでまだ配信が開始されていないアップグレードに

ついては Direct Upload を使用すると言った併用もできます。 

とくに ESXi のアップグレードなど、サードパーティーのソフトウェアのアップグレードは Nutanix のサ

イトからは配信されないため、Connected Site でも Direct Upload の併用が必要となります。 

 

ここではまず Dark Site での利用を前提とした Direct Upload だけでの利用を説明、その後に併用につい

て、およびサードパーティーのアップグレードの適用の例として ESXi のアップグレードについて説明を

いたします。 
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Dark Site での Direct Upload の利用 

Direct Upload を使用した LCM でのアップグレードの実施のための準備は以下手順になります。 

 

1.各種バンドルの取得 

LCM Bundle の内容をご確認の上、必要なバンドルについてダウンロードを行います。 

必ず取得するバンドルについては以下になります 

 

• Nutanix Compatibility Bundle 

• LCM Framework Bundle 

 

上記に加えて、アップグレードを行うファームウェア、ソフトウェアに対応するバンドルをサポートポー

タルからダウンロードしてください。 

 

2.バンドルのアップロード 

Prism にログイン、画面左上の Home(ホーム)など画面名が記載されている部分をクリック、表示された

メニューより LCM を選択24、表示された LCM の画面の上側 Direct Upload をクリックします。 

初めて Direct Upload を使用する場合は上記のように Upload Bundle のボタンだけが表示されます。 

 
24 AOS 5.10 より前の Prism では、画面右上歯車のメニューから Life Cycle Management(ライフサイクル管理)をク

リックします。 
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初めて使用する場合はその時点で最新の LCM Framework 

Bundle をアップロードする必要があります。 

 

画面中央下側の青い Upload Bundle ボタンを押すと右図のパ

ネルが表示されます。LCM Bundle の"Bundle"の項目で

Select File を選択、先に取得した LCM Framework Bundle

をアップロードします。 

【重要】この初回のアップロードについては Add the latest 

compatibility bundle(recommended)のチェックを外し、

LCM Framework Bundle だけアップロードしてください25。 

 

LCM Framework Bundle のアップロードが終わったら、続け

て LCM Perform Inventory を実施します。 

LCM Perform Inventory の実施については 1. LCM Perform Inventory の実施をご確認ください。 

 

なお、上記の LCM Framework Bundle のアップロードの前のクラスタの LCM のバージョン26が LCM-2.6

より古い場合、初回の Perform Inventory が以下の図のように失敗する事があります。 

この事象が発生した場合は、Direct Upload の画面の List of Bundles の LCM Framework タブを選択、

LCM Framework Bundle の項目の Overwrite をクリック、同じ LCM Framework Bundle を再度アップ

ロードして、もう一度 Perform Inventory を実施してください27。  

 
25 Nutanix Compatibility Bundle をあわせて一緒にアップロードすると、LCM Framework Bundle のアップロード

に失敗します。クラスタの LCM が再起動してしまいますので、しばらく待って再起動が終わり LCM の画面が再び

表示されてから、LCM Framework Bundle だけのアップロードをお試しください。"KB-13743" 
26 クラスタの LCM のバージョンは LCM の画面右上に表示されております。 
27 KB-13855 参照。この事象は LCM-2.6 にて解消しております。また上記記載のワークアラウンドの通り、二度

LCM Framework Bundle をアップロードし LCM Framework を確実にアップグレードさせることで解消します。 

右上の LCM のバージョンを見るとアップロードした LCM Framework Bundle の 
バージョンになっているが、Perform Inventory 自体は失敗に終わっている。 

https://portal.nutanix.com/kb/13855
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Direct Upload にて LCM 自身を最新へ更新することで、Dark Site での Direct Upload を使用したソフト

ウェア/ファームウェアのアップグレードの準備は完了となります。 

 

以下の例は AOS 6.5.6.6 の Direct Upload でのアップグレードになります。 

まず、Direct Uploads の画面の右上側の Upload Bundle をクリックします。 

 

表示された Upload Bundle のパネルの LCM Bundle にて、前もって

ダウンロードをした AOS6.5.6.6 のバンドル(lcm_nos_6.5.6.6.tar.gz)を

選択します。また、ここでは Add the latest compatibility bundle の

チェックをそのままにして、こちらにて Nutanix Compatibility 

Bundle(nutanix_compatibility_bundle.tar.gz)を選択、下の青いボタン

を押してそれぞれをアップロードします。 

 

下の図にある Upload Progress が表示され各バンドルのアップロード

が実行されます。 

 

 

 

Upload Progress がいずれも 100%になったところでバンドルのアップロードは完了となります。 
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アップロードが終わると LCM の Updates が更新され、AOS 6.5.6.6 の

アップグレード項目が現れます28。 

 

もしそれ以外にもアップグレードするバンドルがある場合は、Direct 

Upload の画面からバンドルのアップロードを繰り返します。 

なお、既に直近の LCM Compatibility Bundle をアップロードしている

ため、この 2 つ目以降のバンドルの

アップロードでは Add the latest 

compatibility bundle のチェックを

外しアップグレード対象のバンドル

だけをアップロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

あとは Updates の画面にて表示されているアップグレードの項目(上記の場合は AOS)にチェックを入れ、

アップグレードプランを作成、アップグレードの実施となります。 

 

この手順についてはアップグレードの選択とアップグレードプランの作成 および アップグレードを実施

の項目をご確認ください。 

 

二度目以降の Direct Upload でのアップグレードの実施 

初回のアップグレードから間をおいて29次のアップグレードを行う場合はサポートポータルにて LCM 

Framework Bundle の更新がないか確認、更新があった場合は新しい LCM Framework Bundle を 

ダウンロードしてください。 

また Nutanix Compatibility Bundle については必ず毎回ダウンロードしてください。 

アップグレードを行うバンドルとダウンロードした Nutanix Compatibility Bundle をあわせてアップロー

ドを行い、アップグレードを実施してください。 

 

  

 
28 この場合、再度の Perform Inventory の実施は必要ありません。 
29 この間についてはとくに規定はございませんが、一つの目安として一週間程度空いたら、程度にお考えください。 

バンドルアップグレード後、Updates の 
Software に 1 の数値が表示され、アップ 
グレード可能な項目が 1 つある事がしめ 
される 

バンドルのアップロード後に Updates の Software の画面を見ると、AOS 6.5.6.6 のみが 
アップグレードの対象として表示される。 
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Connected Site と Direct Upload の併用 

Connected Site ではインターネットを通じて Nutanix のサイトへアクセス、必要な情報を取得します。 

ただし、必ずしもその時点で公開されている全てのアップグレードが選択可能になるとは限りません。 

 

たとえば AOS のメジャー/マイナーバージョンのリリース直後などでは意図的に LCM でのアップグレー

ドの配信を行っておらず、そのバージョンを早期に試用を希望されるお客様がサポートポータルから意識

的にダウンロードを行うものとなります30。 

 

以下は Connected Site の AOS 6.5.5.7 のクラスタで Perform Inventory を行った直後の Updates の

Software の画面になります。この時点で最新の AOS 6.5.* である AOS 6.5.6.6 が選択されております。 

 

また、3version updates のリンクをクリックしても

6.5.5.7 より新しい AOS 6.5 は選択肢にありますが、

AOS 6.8.*が選択肢にないことがわかります。 

 

 

 

こうしたときに Direct Upload によりサポートポータルからダウンロードしたバンドルをアップロードす

ることで選択肢を増やすことができます。 

 

Connected Site での Direct Upload31は上記のようなまだ弊社サイトで配信をされていないアップグレー

ドをサポートポータルからダウンロードして適用する場合だけではなく、さきの ESXi のアップグレード

のようなサードパーティーのアップグレードを適用する場合にも使用されます。 

  

 
30 2024/10 現在、AOS 6.5 から 6.8.*へのアップグレードは LCM では配信されておらず、AOS 6.8.*へのアップグレ

ードを行う場合はサポートポータルより 6.8.* の AOS LCM Bundle(lcm_nos_6.8.*.tar.gz)をダウンロードし、Direct 

Upload で LCM へアップロードする必要がございます。 
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Connected Site の場合、LCM Framework Bundle や Nutanix Compatibility Bundle はインターネット経

由で取得できるのでこれらを事前にダウンロードする必要はございません。 

 

まず一度 Perform Inventory を実施、LCM および更新情報、依存関係の情報を最新のものへ更新します。 

 

その後サポートポータルからダウンロードしたソフトウェアの LCM Bundle を Direct Upload で LCM へ

アップロードします。 

LCM の Direct Upload の画面を表示、画面右上の Upload Bundle

のボタンを押し、表示されたパネルの LCM Bundle にて先にダウ

ンロードした LCM Bundle をアップロードします。 

 

右図では AOS 6.8.1 LCM Bundle をアップロードしております32。 

 

アップロードが終わると、ソフトウェアのアップグレードの選択肢

が LCM の Update の Software に現れます。 

以下図のように、Direct Upload にて AOS 6.8.1 の LCM Bundle をアップロードした後には、AOS 6.8.1 の

アップグレードの選択肢が現れます(全頁の図と見比べてみてください)。 

あとは Updates の画面にて表示されているアップグレードの項目(上記の場合は AOS)にチェックを入れ、

アップグレードプランを作成、アップグレードの実施となります。 

  

 
32 Connected Site の場合、Direct Upload の Upload Bundle では、Nutanix Compatibility Bundle をアップロード

する項目は表示されません。 
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Direct Upload による ESXi のアップグレード 

Direct Upload では Nutanix から提供されるバンドル以外にも、サードパーティー製のアップデート用の

バイナリをアップロードして配布することもできます。 

ここでは、ESXi 6.7 から ESXi7.0U3c へのアップグレードを例に、LCM による ESXi のアップグレードの

手順を説明します。 

 

ESXi のオフラインバンドルおよび Metadata(JSON)ファイルの取得 

VMware あるいはサードパーティー製ハードウェアのベンダーの提供する33ダウンロードサイトより ESXi

のオフラインバンドルをダウンロードします。(ダウンロードの詳細は各ベンダーにご確認ください34) 

また、サポートポータルの Download ページの以下 Hypervisor Support のページに

て、アップグレードするバージョンおよびハードウェアベンダーの Metadata(JSON)35

ファイルをダウンロードします。 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=hypervisordetails 

今回は Nutanix 社機器(NX)での ESXi のアップグレードのため、画面右上 All とある 

メニューから Nutanix -VMware ESXi を選択、ESXi 7.0.0 Update 3c をダウンロード

します。 

 

  

 
33 VMware vSphere には VMware 社からライセンスを購入、VMware 社の配布するメディアを利用する場合と、サ

ードパーティベンダーより OEM の vSphere のライセンスを購入、サードパーティーのダウンロードサイトよりサー

ドパーティーにてカスタマイズされたメディアを利用する場合がございます。ご利用の vSphere がどちらに相当する

かは、サイトの購買担当ないしは管理者の方にご確認ください。 
34 Nutanix の機器(NX)の場合は VMware vSphere については VMware より購入されており VMware(Broadcom) の

ダウンロードサイトを利用するものになります。VMware(Broadcom)社 のダウンロードサイトの詳細については、

VMware (Broadcom)社の KB-366685 をご確認ください。 
35 メタデータファイルは QA が実施されたバイナリかを確認する MD5 のチェックサムやサポートされるアップグレ

ード元などを記載した定義ファイルになります。 

上記は VMware(Broadcom)のダウンロードサイトの場合 
ダウンロードするのは上の ISO イメージではなく下の Offline Bundle である事に注意 

https://portal.nutanix.com/page/downloads?product=hypervisordetails
https://knowledge.broadcom.com/external/article/366685/vmware-vsphere-downloads-vmware-converte.html
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Foundation LCM Bundle のダウンロード(Dark Site での Direct Upload の場合) 

LCM の ESXi によるアップグレードについては、Foundation と以下の依存関係があります。 

 

• ESXi 8.0U1 までの ESXi へのアップグレードの場合: Foundation 5.5 ないしそれ以降 

• ESXi 8.0U2 以降の ESXi へのアップグレードの場合: Foundation 5.6 ないしそれ以降 

 

Dark Site で Direct Upload を使用している場合36、サポートポータルより最新の Foundation LCM Bundle

をあわせてダウンロードしておきます。 

 

Direct Upload へのアップロード 

ESXi のオフラインバンドルと JSON ファイルをアップロードします。 

LCM の Direct Upload の画面を開き、画面右上 Upload Bundle を

クリック、表示されたパネルにて 3rd Party Bundle を選択します。 

 

3rd Party Image に VMware のオフラインバンドルを、Metadata

の方に Metadata(JSON)ファイルをセットします。 

 

その後、アップロードを行います。 

なおオフラインバンドルと Metadata ファイルとがあわない場合、

アップロードはできませんのでご注意ください。 

 

 

また Dark Sited での ESXi アップグレードの場合、上記のアップ

ロードが終わったら Upload Bundle で Foundation LCM Bundle

についてもアップロードを実施してください。 

 

 

ESXi のオフラインバンドルのアップロードが終わったら、一度

Perform Inventory を実施、更新を行ってください37。 

 

  

 
36 Connected Site での Direct Upload の利用の場合、Foundation については Nutanix サイトから取得されるため、 

Foundation LCM Bundle のダウンロードは必要ありません。 
37 LCM のドキュメントではアップロード後に Perform Inventory を実施するよう記載されております。 

ただ、Perform Inventory の実施をしなくても少し待つと ESXi のアップグレードが表示される模様です。 

たとえば Offline Bundle ではなくインストール用 ISO を
選択すると Metadata ファイルの内容と合致しないため 
エラーが表示される。 
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以下は Direct Upload にて ESXi のオフラインバンドル(および Metadata ファイル)、また Foundation 

LCM Bundle をアップロード、Perform Inventory 実施終了後の Updates の Software の画面になります。 

Updates の数値が 5 なのは、Foundation で 1 つ、このクラスタは 4 ノードクラスタのため ESXi のアップ

グレードが合計 4 つあるためです。 

 

なお、ESXi_NX hypervisor にチェックを入れると Foundation も自動で 

チェックが入ります(右図)。 

 

View Upgrade Plan を見ると以下になります。 

青地の文面にてノードが一度ずつ再起動されること、ワークロード(仮想マシン)はアップグレードの処理

で他のノードへ自動的に移動される38こと、また CVM 内部の Genesis というサービスが再起動されるこ

と、ユーザのワークロード(仮想マシン)に破壊的な影響はないことが示されております。 

その下にはアップグレードされるソフトウェア/ファームウェアがクラスタごと記載されますが、本件では

対象のクラスタの ESXi および Foundation がその下に小さく記載されている現状のバージョンから上の大

きく記載されているバージョンへアップグレードされることが分かります。 

記載に異存がなければ、Next を押して次へ進みます。 

  

 
38 このクラスタでは vSphere DRS が有効であり ESXi ホストをメンテナンスモードに入れると vMotion を使った 

仮想マシンの待避が自動的に実施されるためとなります。 
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ESXi のアップグレードでは ESXi の再起動が行われるため、ESXi のメンテナンスモードへの切り替えや再

起動の指示のために vCenter Server へのアクセスが必要になります。アップグレードプランの作成にもあ

ったように、ここで vCenter Server の資格情報の入力が求められます。 

 

Nutanix クラスタを構成している ESXi ホストが所属している vCenter Server の、vSphere のクラスタお

よび ESXi に対してメンテナンスモードへの切り替えや電源操作の許可されるロールが割り当てられた

vCenter Server のユーザとパスワードを入力します。 

 

その後、Apply 5 Updates をクリックすると、ESXi のアップグレードが行われます。 

 

  

LCM による ESXi のアップグレード実施中の画面 
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ローカル Web サーバを利用した LCM でのアップグレード 

Connected Site では HTTPS/HTTP にて Nutanix のサイトへアクセス、ソフトウェアやファームウェアの

更新情報やアップグレード間での依存情報、実際にアップグレードに使用するバイナリなどを Nutanix の

サイトから必要に応じてダウンロードします。しかし Dark Site ではこうした各種情報をインターネット

上の Nutanix のサイトから直接取得することができません。 

 

このため Dark Site では Nutanix のサイトのかわりとなる Web サーバをサイト内に構築、LCM から参照

させることで LCM によるアップグレードを利用できるようにします39。この弊社サイトの代わりとなる

Web サーバを、LCM 用のローカル Web サーバと呼んでおります。 

ここでは Rocky Linux 9.4 を使用した Web サーバの構築、ローカル Web サーバとしてのコンテンツの展

開、および LCM の設定更新について説明をいたします40。 

 

1.Rocky Linux の入手 

Rocky Linux は CentOS の創設者が中心となって開発を行っている、Redhat Enterprise Linux との互換性

を指向している Linux のディストリビューションになります開発が既に終了してしまった CentOS 7 の後

継として使用されることが多いものになります。 

 

Rocky Linux は以下の公式サイトで公開、配布されて

おります。 

https://rockylinux.org/ 

 

上記の公式サイトより Rocky Linux の ISO イメージ

をダウンロード、実機ないしは仮想マシンを構築41、インストールをします。 

具体的なインストール手順については適宜公式サイトのドキュメントをご確認ください。 

 

なお、参考までに Rocky Linux9.4 のインストール手順を記載しております。 

あわせてご参考ください。 

  

 
39 これまでにあるように Direct Upload を使用することでローカル Web サーバの構築を回避することは可能です。 
40 ローカル Web サーバとは LCM が必要とするコンテンツを HTTP/HTTPS で配信するだけの単なる Web サーバで

あり、Linux や特定の Web サーバソフトウェアに依存しません。たとえば以下ドキュメントでは、Windows Server

および IIS を利用したローカル Web サーバの構築についても記載がございます。必要に応じてご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v3_0:top-web-server-setup-c.html 
41 Rocky Linux 9.*については AHV をハイパーバイザとする AOS6.5, 6.8、および ESXi 7.0, 7.0U1, 7.0U2, 7.0U3, 8.0, 

8.0U1, 8.0U2, 8.0U3 でサポートされております。詳細については各ハイパーバイザのゲスト OS のサポートをご確認

ください。 

https://rockylinux.org/
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v3_0:top-web-server-setup-c.html
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2. ローカル Web サーバの構築 

まず該当の Linux について最新の状態へアップデートします。Rocky Linux など Redhat Enterprise Linux

や CentOS に互換性を持つディストリビューションの場合、以下 yum update コマンドを使用します42。 

なお、ここでは Linux の管理ユーザとして nutanix と言うユーザを使用しております。ご利用の環境で適

宜読み替えてください。 

nutanix@linux$ sudo yum update -y 

sudo は Linux の管理ユーザが root 権限でコマンドを実行する際に使用するコマンドになります。なお、

そのセッションでの初回使用時などで sudo は実行したユーザのパスワードを聞いてきます。適宜入力を

お願いします。 

yum update により Linux の状態が最新になった後に、以下の yum install コマンドにて標準の Web サー

バソフトウェア(apache)をインストールします。 

nutanix@linux sudo yum install httpd -y 

以下 firewall_cmd にて 80/tcp の開放を行い、Web サーバへの外部アクセスを許可します43。 

nutanix@linux$ sudo firewall-cmd --permanent --zone=public --add-service=http 
nutanix@linux$ sudo firewall-cmd --reload 

vi テキストエディタで設定ファイル httpd.conf を開き Web サーバの設定値を確認します。 

なお、通常はデフォルトのままで問題ありません。 

root@linux# sudo vi /etc/httpd/conf/httpd.conf 

上記で httpd.conf を開いたら、以下の ServerRoot, DocumentRoot, Listen の項目が下記の通りである事

を確認します。 

ServerRoot "/etc/httpd" 

DocumentRoot "/var/www/html"  

Listen 80 

  

 
42 最後の -y オプションは yum コマンドが発する質問に常に yes で回答するという指示になります。yum update や

yum install ではいくつか確認が発生し実施が中断されるため、その回避となります。 
43 ここではローカル Web サーバの Linux においていかなる接続元からの 80/tcp への接続についても許可をする設定

をしております。サイトの管理者へご相談をいただき、またディストリビューションのマニュアルをご確認の上、適

宜設定については調整を行ってください。 
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そして以下コマンドにて Web サーバを起動させ、また今後 Linux の再起動を行っても自動的に起動させ

るよう自動起動を有効化します。 

nutanix@linux$ sudo systemctl restart httpd 
nutanix@linux$ sudo systemctl enable httpd 

いずれかの CVM に nutanix ユーザーでログインし、以下コマンドを実行し、Web サーバーにアクセスで

きることを確認します。 

アクセスができる状態であると、以下コマンドが CVM の台数分 success を出力します。 

nutanix@cvm$ allssh 'curl http://<IP address of local web>:80/ >/dev/null 2>&1 && echo success' 

================== xx.yy.zz.1 ================= 
success 
================== xx.yy.zz.2 ================= 
success 
================== xx.yy.zz.3 ================= 
success 
================== xx.yy.zz.4 ================= 
success 

<IP address of local web>には構築したローカル Web サーバの IP アドレスを記載します。 

たとえばローカル Web サーバの IP アドレスが 192.168.100.100 の場合、以下になります。 

nutanix@cvm$ allssh 'curl http://192.168.100.100:80/ >/dev/null 2>&1 && echo success' 

 

ローカル Web サーバと HTTPS 

ここではローカル Web サーバは HTTP、すなわち SSL/TLS を使用していない Web サーバとして構築し

ております。 

 

ローカル Web サーバを HTTPS、SSL/TLS を使用して構築すること自体は可能となります。 

ただし、LCM の接続先については自己署名証明書はご利用頂けません。このため DNS にて適切な名前解

決ができ、その名前に対して正しく適切に検証できるサーバ証明書を公的な CA 局より発行いただく必要

がございます。 

 

公的な CA 局でのサーバ証明書の発行は往々にして有償であり、ローカル Web サーバだけの用途では過大

な投資になる恐れがございます。このため、本ドキュメントでは HTTP(80/tcp)を使用したローカル Web

サーバの構築とさせて頂いております。 
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3. LCM Bundle の入手と展開 

サポートポータルへアクセス、以下のバンドルについてダウンロードします。 

• Nutanix Compatibility Bundle 

• LCM Framework Bundle 

• アップグレードを行うソフトウェア/ファームウェアのバンドル 

 

それぞれ、詳細は LCM Bundle の章をご参照ください。 

 

ダウンロードしたバンドルについては WinSCP などの SFTP ソフトウェアなどを使用してローカル Web

サーバの管理ユーザのホームに転送しておいてください。 

 

ローカル Web サーバに管理ユーザでログイン、以下コマンドを実行、LCM Bundle を展開する release と

いうディレクトリを作成します。 

nutanix@linux$ cd /var/www/html/ 
nutanix@linux$ sudo mkdir ./release 

その後、以下コマンドを実行、転送しておいた Nutanix Compatibility Bundle 以外のバンドルを全て展開

します44。 

nutanix@linux$ cd /var/www/html/release 
nutanix@linux$ sudo tar xvf ~/<LCM Bundle> 

たとえば LCM Framework Bundle (3.0.1.1)および AOS 6.5.6.6 のバンドルを展開する場合、実行するコマ

ンドは以下になります。 

nutanix@linux$ cd /var/www/html/release 
nutanix@linux$ sudo tar xvf ~/lcm_dark_site_bundle_3.0.1.1.53478.tar.gz  
nutanix@linux$ sudo tar xvf ~/lcm_nos_6.5.6.6.tar.gz 

 

全てのバンドルを展開した最後に、Nutanix Compatibility Bundle を展開します。45 

nutanix@linux$ sudo tar xvf ~/nutanix_compatibility_bundle.tar.gz 

  

 
44 「sudo: tar: command not found」というエラーが表示された場合は、tar コマンドがまだインストールされて

いない状態になります。「sudo yum install tar -y」コマンドを実行、tar をインストールしてから再度試してく

ださい。 
45 Nutanix Compatibility Bundle に含まれるファイルと同名のファイルが LCM Framework Bundle などにも含まれ

ております。確実に最新の Nutanix Compatibility Bundle の内容が展開されるようにするための手順となります。 
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4. ローカル Web サーバを使用する LCM の設定 

Prism にログイン、画面左上の Home(ホーム)など画面名が記載されている部分をクリック、表示された

メニューより LCM を選択します。46 

画面上側の Settings をクリック、表示された画面の Update Source を確認します。 

 

デフォルトでは、以下の様に Source は Nutanix Portal で Enable HTTPS にチェックがついております。 

 

ローカル Web サーバを使用する場合は、こちらの Source を Nutanix 

Portal から Dark Site(Local Web Server)に切り替えます。 

 

メニューの右側に URL 欄が表示されるためローカル Web サーバの release

フォルダへの URL に入力します。本件のローカル Web サーバは HTTP で

のアクセスになるため、その下の Enable HTTPS のチェックを外します47。 

画面右下 Save を押して設定を適用します。 

 

ローカル Web サーバの準備はこれで完了になります。 

あとは Connected Site の時と同じように Perform Inventory を実施、Updates の画面でアップグレードを

選択してアップグレードプランを作成、アップグレードの実施となります。 

  

 
46 AOS 5.10 より前の Prism では、画面右上歯車のメニューから Life Cycle Management(ライフサイクル管理)をク

リックします。 
47 Enable HTTPS のチェックはメニューにて Dark Site(Local Web Server)を選択すると外れますので、外れている

ことを確認してください。 

ローカル Web サーバの URL が http://192.168.100.100/release の場合の例 
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5. ローカル Web サーバの更新 

Nutanix のサイトでは LCM へ提供する内容は適宜更新されており、Perform Inventory を実施することで

その時点での最新の更新情報を取得、アップグレードを選択する事ができるようになります。 

 

一方、ローカル Web サーバは release ディレクトリに展開したバンドルの内容しかアップグレードができ

ません。継続的なローカル Web サーバを使用した LCM のアップグレードの実施のためには、ローカル

Web サーバで提供される内容について適宜更新を行う必要があります。 

 

まず、いつどのようなソフトウェア/ファームウェアの更新が行われたかを知る必要があります。 

これはサポートポータルの Announcements のページにて公開しております。 

https://portal.nutanix.com/page/announcements/list 

 

更新通知についてはまたメール送付での通知も行っております。どのソフトウェア/ファームウェアの更新

がメールで通知されるかは、サポートポータルの画面右上にあるお名前の部分をクリックして表示される

メニューより Preference を選択、Set Notification の Email のチェックにてご確認、ご設定頂けます。 

アップグレードが必要なソフトウェア/ファームウェアのアップグレードの更新を確認しましたら、サポー

トポータルにてダウンロードをします。 

このとき LCM Framework Bundle が更新されていたら、LCM Framework Bundle についてもあわせてダ

ウンロードします。 

そして Nutanix Compatibility Bundle については必ず毎回ダウンロードしてください。 

 

ダウンロードしたバンドルについては WinSCP などの SFTP ソフトウェアなどを使用してローカル Web

サーバの管理ユーザのホームに転送しておいてください48。 

  

 
48 必須ではありませんが、ディスク容量の消費削減やこれからアップロードするバンドルとの混在による混乱の回避

のため、以前にアップロードした LCM Bundle についてはまず先に削除を行って空にしてからアップロードの実施が

推奨となります。 

サポートポータルの Preference の Set Notification の画面 
LCM の枠内には各社ハードウェアのファームウェアアップグレードに関する LCM Bundle の更新、すなわち LCM でのファームウェアのアッ
プグレードの公開についての通知に関しての設定がございます。Support Portal にチェックするとポータルのトップページの Product 
Announcement のウィジェットに更新が記載されます。Email にチェックをすると更新がメールで通知されます。 
各ソフトウェアについては LCM の枠の上に存在する Product and Platform Management の枠の各製品の項目で同じく設定できます。 
 

https://portal.nutanix.com/page/announcements/list
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ローカル Web サーバに管理ユーザでログイン、以下コマンドを実行、これまでの release ディレクトリを

release-old に名称を変更、また新たに release ディレクトリを作成します。 

nutanix@linux$ cd /var/www/html/ 
nutanix@linux$ sudo mv ./release ./release-old 
nutanix@linux$ sudo mkdir ./release 

その後、以下コマンドを実行、転送しておいた Nutanix Compatibility Bundle 以外のバンドルを全て展開

します。 

nutanix@linux$ cd /var/www/html/release 
nutanix@linux$ sudo tar xvf ~/<LCM Bundle> 

全てのバンドルを展開した後に新たにダウンロードした Nutanix Compatibility Bundle を展開します。 

nutanix@linux$ sudo tar xvf ~/nutanix_compatibility_bundle.tar.gz 

この release ディレクトリへの展開に関する手順についての詳細は、3. LCM Bundle の入手と展開もあわ

せてご確認ください。 

 

ローカル Web サーバの更新はこれで完了になります。 

あとは最初の時と同じく Perform Inventory を実施、Updates の画面でアップグレードを選択してアップ

グレードプランを作成、アップグレードの実施となります 

 

無事更新されたローカル Web サーバでのソフトウェア/ファームウェアのアップグレードが完了したら、

次回の更新に備えて先に待避をしておいた release-old フォルダについて削除をしておいてください。 

nutanix@linux$ cd /var/www/html/release 
nutanix@linux$ rm -fr ./release-old 
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【参考】Rocky Linux 9.4 でのインストール手順 

以下は検証のために AHV 上に構築した仮想マシンの仮想 CD-ROM ドライブに Rocky Linux 9.4 の

Minimal ISO イメージをマウント、起動しインストールを行ったものになります。 

これはあくまで参考であり、今後 UI や手順が変化する可能性がございます。インストール手順については

あくまで Rocky Linux の公式サイトの手順に従ってください。Nutanix のサポート窓口ではゲスト OS の

一般的なインストールの手順等についてのお問い合わせは受け付けられませんのでご注意ください。 

 

Rocky Linux の Minimal ISO で仮想マシンを起動。 

そのまま待って起動しても構いませんがカーソルキーで

Install Rocky Linux 9.4 を選択すると ISO イメージのチ

ェックをスキップするので起動の時間を削減できます。 

 

 

 

 

 

最初の画面でインストール時に使用する言語の選択を行

います。 

 

これはデフォルトで選択される日本語で構いません。 

 

 

 

 

 

 

インストールの設定画面になります。 

ここで確認すべき項目は赤い文字の表示されている 

以下の 3 つになります。 

● インストール先 

● root パスワード 

●ユーザの作成 
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インストール先をクリックすると、認識されたディス

クの一覧が表示されます。 

空の仮想ディスクを 1 つ接続して起動した AHV の仮想

マシンの場合、NUTANIX VDISK というディスクが 1

つだけ存在し、既にチェックがされております。 

チェックがされていること、またストレージの設定が

自動構成であるのを確認して(もしそうでない場合はそ

のように設定を行い)、画面左上の青い完了ボタンを押

します。 

 

root パスワード設定をクリックすると、左図のように

パスワードは入力されておらず root アカウントロック

にチェックが入っております。 

 

そうである事を確認後、なにも変更せずに画面左上の

青い完了ボタンを押します。 

 

(root ユーザは無効のままにします。) 

 

 

ユーザの作成もクリックした直後は空欄になっている

のでここで管理用のユーザを作成します。 

名前は任意の 8 文字程度の英数字で決めて頂いて構い

ません。ここで nutanix にしています。 

このユーザを管理者にするにチェックを入れ、またこ

の"アカウントを使用する場合にパスワードを入力する"

のチェックが入っていることを確認、パスワードを入

力、設定します。 

画面左上の青い完了ボタンを押します。 

 

3 つの画面の設定が終了したら、元の画面にある青い

「インストールの開始」をクリック、インストールを

開始します。 
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インストールの完了を待ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールが完了したら、画面右下のシステムの再

起動をおして再起動を実施、インストールされたディ

スクから Rocky Linux を起動します。 

 

Minimal ISO でインストールした場合、起動が終わる

と黒い画面にログインプロンプトが表示されます。 

 

こちらでログインを試し、また sudo コマンドで管理

者権限の操作ができることを確認します。 

 

また必要に応じてネットワークの設定を行います。 

sshd はデフォルトで動作しているため、ネットワークの設定ができればその後は外部から管理ユーザで

SSH でログイン、その後の構築を実施頂けます。 
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Prism Central での LCM 

クラスタの Prism Element だけではなく Prism Central にも LCM は存在しており以下のアップグレード

でご利用頂けます49。 

• Prism Central 自身のアップグレード 

• Prism Central 内部のコンポーネント (NCC, Foundation, Epsilon, MSP など) 

• Self-Service (Calm) 

• Flow Network Security 

• Nutanix Kubernetes Engine(NKE) 

 

なお、Prism Central の LCM では以下のアップグレードはできません 

• 各クラスタのファームウェア 

• クラスタの AOS、AHV などハイパーバイザ 

 

注意点: 

Prism Central での LCM の利用については少なくとも 1 つ以上の

Nutanix クラスタがその Prism Central に登録(Register)されている 

必要がございます50。 

 

Prism Central の LCM での Direct Upload の使用については、

pc.2024.1 およびそれ以降の Prism Central が必要になります。 

 

混乱回避のため、Prism Central の LCM と Prism Element での LCM

については以下についてあわせてください。 

• 同じ LCM(LCM Framework)のバージョンを使用してください 

• Connected Site で扱うのかそれとも Dark Site で構成するかをあわせる 

• 同じ DNS サーバのセット, おなじ HTTP Proxy を参照する 

• Dark Site でローカル Web サイト使用の場合は同じローカル Web サーバを参照する 

• DarkSite で Direct Upload をご利用の場合それぞれ以下をアップロードする 

• 同じバージョンの LCM Framework Bundle 

• 同じ Nutanix Compatibility Bundle 

• 同じ LCM Bundle (NCC など Nutanix クラスタでも Prism Central でも存在する LCM Bundle の場合)  

 
49 こちらの Prism Central の LCM でアップグレードできるもの、Prism Element 側の LCM でアップグレードを行

うものについては、以下ドキュメントの Table 1. Prism Entities ご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v3_0%3Atop-lcm-pc-c.html 
50 Prism Central は LCM で取得した情報の管理に登録された Nutanix クラスタの Catalog サービスを利用するため 

1 つのクラスタも登録されていない場合、
LCM Perform Inventory にて 
上記のようなエラーが生じます 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v3_0%3Atop-lcm-pc-c.html
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LCM による Prism Central のアップグレード 

 

Prism Central の LCM は以下にて確認頂けます。 

・2022.6 とそれ以前 : 画面右側 Navigation Bar の Administration の LCM 

 

・2022.9 以降: 画面上 Application Switcher にて Admin Center に切り替え後の Navigation Bar の LCM 

使用方法については Prism Element での LCM と同じであり、LCM でのソフトウェアのバージョンの確認

やアップグレードの実施については以下手順になります。 

 

1. Perform Inventory を実施 

2. アップグレードを選択、アップグレードプランを作成 

3. プランを確認、アップグレードの実施 

  

Prism Central pc.2024.1 での LCM での Perform Inventory。画面左側に Navigation があるぐらいで UI としては Prism Element の LCM と
かわりはない 
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上記の図では pc.2024.2.0.3 へのアップグレードが選択

されておりますが、下の「N version updates」(N は

数値)をクリックすると、右図のようにどのバージョン

へアップグレードするかを選択できます。 

 

  

pc.2022.6.0.10 での Perform Inventory 後のインベントリ。 
 

pc.2022.6.0.10 での Updates の画面。Prism Central ではファームウェアのアップグレードがないので Updates はソフトウェアのアップグ
レードのみになる。pc.2024.2.0.3 へのアップグレードが推奨されている。 
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Direct Upload を併用した Prism Central のアップグレード(Connected Site の場合) 

 

Connected Site でも Perform Inventory を実施しただけでは Prism Central のアップグレードの選択肢が

現れない場合がございます。 

これは Prism Central のアップグレードの少なからずが LCM では直接配信されていないためになります。 

 

アップグレードが可能なバージョンについて 

LCM、ないしは以前の Upgrade Software にてアップグレードが可能かは、サポートポータルの Upgrade 

Paths にて確認いただけます。Software Type で対象のソフトウエアを選択、Current Release Version で 

移行元のバージョンを選択すると、Target Release Version にてアップグレードの可否が分かります。 

また、この時グレーの斜めの矢印があるものは、アップグレードの選択肢が現れるものになります。 

 

  

Prism Central pc.2024.1 での Perform Inventory 直後の Updates の画面。 
PrismCentral のアップグレードがあるはずなのにそれが表示されていない。 
 

Prism Central pc.2022.6.0.2 からアップグレードできるバージョン、pc.2022.6.0.5 から pc.2022.6.0.12 までアップグレードが可能なこと、 
また pc.2022.6.0.10〜pc.2022.6.0.12 については Direct Upload 等を行わなくても選択肢が表示されアップグレードができる事が分かる 
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LCM のアップグレードの画面に表示されていない、LCM で直接配信が行われていない Prism Central の

バージョンについては、サポートポータルの Prism Central のダウンロードページより Prism Central の

LCM Bundle をダウンロード、Prism Central へ Direct Upload にてアップロードをおこなうことで51選択

肢が現れるようになりになります。 

  

 
51 Prism Central の LCM での Direct Upload の使用については、pc.2024.1 およびそれ以降の Prism Central が必要

になります。 

ダウンロードするのはこちらの Prism Central LCM Bundle のアップグレードを行うバージョンのものになる 
 

Prism Central の LCM の Direct Uploads にて、ダウンロードした Prism Central の LCM Bundle をアップロード 
 

サポートポータルの Prism Central のダウンロードページ 
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Direct Upload にて Prism Central のアップグレード用の LCM Bundle をアップロードすると、Updates

のページにてアップロードしたバージョンの Prism Central のアップグレードの選択肢が現れます。 

 

なお上記の手順は Connected Site の場合になります。Prism Element の時と同じく、Dark Site の場合は

ローカル Web サーバを構築いただく、あるいは Dark Site での Direct Upload の利用を行うものとなりま

す。それぞれの章を参考に、Prism Central の LCM Bundle についてを展開、あるいはアップロードを行

ってください。 

 

Upgrade Prism Central(1-Click)からの Prism Central でのアップグレード 

現在の Prism Central では、LCM による Prism Central 以外のアップグレードではなく Settings(設定)の

ページにあります Upgrade Prism Central(Prism Central をアップグレード)を使用して Prism Central の

アップグレードを行う事もできます。 

とくに以下の場合に、LCM ではなく Upgrade Prism Central の利用をご検討ください 

 

• LCM Perform Inventory を実施してアップグレードできるバージョンが表示されない 

• pc.2024.1 より前の Prism Central で Direct Upload をご利用頂けない 

  

Prism Central の Settings(設定)にある
Upgrade Prism Central (Prism Central を 
アップグレード) からも Prism Central 自身

のアップグレードがご利用頂けます。 
上記は日本語 UI の場合の例になります 
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Upgrade Prism Central の画

面は右図になります。 

Download ボタンにてアップ

グレード対象のバージョンの

ダウンロードを実施、ダウン

ロード後は PreUpgrade にて

確認、Upgrade Now より実際

のアップグレードを行いま

す。 

 

 

また、画面中央をスクロールさせると

その下に右図の文面があります。 

こちらの upload the Prism Central 

binary をクリックしますと、Prism 

Central のアップグレード用バイナリ 

およびメタデータファイルをアップ 

ロードするフォームが現れます。 

 

こちらを利用する事で、この UI に表示

のないバージョンへのアップグレード

や、Dark Site で AVAILABLE COMPATIBLE VERSIONS に選択肢が現れない場合にも、Prism Central の

アップグレードを実施いただけます。 

 

なお、ここでアップロードするファイルはサポートポータルの「Prism Central Upgrade」の項目でダウン

ロードするバイナリ、およびその下のメタデータファイルになります。 

  

Prism Central の Settings(設定)にある Upgrade Prism Central (Prism Central をアップグレード)の画面 

LCM で使用する Prism Central LCM Bundle(下側)ではなく、上の Prism Central Upgrade の項目であること、また青いダウンロードの 
ボタンからダウンロードされるアップグレード用のバイナリと、その下の Metadata のリンクからダウンロードされるメタデータファイルの
2 つが必要な点に注意!! 
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pc.2022.6.* からそれ以降へのアップグレードでの注意点 

 

Prism Central pc.2022.9 以降では、Microservice Infrastructure がデフォルトで有効になります。 

Microservice Infrastructure では Prism Central の提供する各種サービスがコンテナと呼ばれる単位で分離

され独立性が高められ、サービス間での意図せぬ干渉による問題を削減し、また新たなより利便性の高い

サービスの追加が容易になります。pc.2022.6.* まででは Microservice Infrastructure は必要に応じ有効

にするものでしたが、pc.2022.9 以降ではこれがデフォルトで有効になった次第です。 

 

Microservice Infrastructure ではコンテナ間の通信に閉鎖された TCP/IPd でのネットワークを使用するな

どのことから、Prism Central の要件が増えております。これは以下ドキュメントをご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_3:mul-cmsp-req-and-

limitations-pc-r.html 

 

とくに Table.1 Subnets for Microservice Infrastructure に記載のある以下のサブネットは内部の通信で使

用されます。このため Prism Central 自身の IP アドレスや Prism Central に設定される NTP サーバや

DNS サーバなどの IP アドレスとしては使用できないものとなります52。 

Subnet Purpose 

10.100.0.0/16 Reserved for Kubernetes pod network 

10.200.32.0/24 Reserved for Kubernetes services network 

 

本校作成時点でサポートされる pc.2022.9 以前の Prism Central として pc.2022.6.*がございますが、

pc.2022.6.*からより新しい Prism Central へのアップグレードの際には、上記の要件をよくご確認いただ

きますようお願いします。 

  

 
52 もし抵触するという場合は、代替として利用可能な /16 と /24 のネットワーク(例えば 172.16.0.0/16 と

172.17.32.0/24 など)をご検討の上、サポートケースを作成、お問い合わせをいただけますようお願いいたします。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_3:mul-cmsp-req-and-limitations-pc-r.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Prism-Central-Guide-vpc_2024_3:mul-cmsp-req-and-limitations-pc-r.html
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【参考】LCM3.1 と Prism Central pc.2024.3 での LCM 

これまでの Prism Central の LCM では、Prism Central 自身や Prism Central のなかで動作する NCC など

のソフトウェアの更新までしかできず、各クラスタのソフトウェアの確認やソフトウェア/ファームウェア

の更新については書くクラスタの Prism Element の LCM にて確認、実施をするものとなっております。 

 

ただ、AOS 7.0 以降でサポートされる Prism Central pc.2024.3 ないしそれ以降では、クラスタの LCM と

Prism Central の LCM が連携し Prism Central の画面からクラスタの Inventory 情報を確認できるように

なりました。 

 

まだインベントリの確認までになりますが、今後 Prism Central での LCM と各クラスタの LCM について

の連携は進む方向となります。 
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よくあるお問い合わせ (FAQ) 

LCM によるアップグレードは、仮想マシンやクラスターの動作に影響はありますか？ 

LCM によるソフトウェア/ファームウェアのアップグレードは、CVM やホストの再起動が必要になる場合

があります。 

CVM の再起動の際には事前にストレージ IO を他のノードの CVM に切り替えるなどのフェイルオーバー

の処理が実施され、アップグレードの影響が出ないようにします。 

 

LCM でのアップグレードプランではどういった対象(サービス、CVM、ホストなど)が再起動されるかにつ

いて説明が表示されます。また、事前にアップグレード対象のコンポーネントごとにホストや CVM の再

起動が必要かどうかは KB-6107 をご確認ください。 

 

 

アップグレードにはどのくらい時間が掛かりますか？ 

大まかな目安として以下程度の時間を要します。 

• AOS アップグレード : ノードあたり 15-20 分 

• AHV アップグレード : ノードあたり 30-45 分 

• ESXi アップグレード : ノードあたり 30-45 分 

• Foundation, NCC など：1-5 分 

• ファームウェアのアップグレード：ノードあたり 20-90 分 

 

 

アップグレードするコンポーネントの順序に推奨はありますか？  

アップグレードの推奨される順番については、Acropolis Upgrade Guide の Recommended Upgrade 

Order の項目をご確認ください。 

AOS 6.5.*の場合は、以下の URL のドキュメントになります。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Acropolis-Upgrade-Guide-v6_5:upg-upgrade-recommended-

order-t.html 

 

LCM で複数のソフトウェア/ファームウェアを選択して一度にアップグレードする場合は、適切な順序で

アップグレードプランが作成されます。 

  

https://portal.nutanix.com/kb/6107
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vSphere DRS が使用できない環境ですが、LCM によるアップグレードは実施可能ですか？ 

実施可能です。 

AOS や NCC, Foundation 等のみのアップグレードでとくにホストの再起動が生じない場合は DRS が有効

な vSphere をハイパーバイザとするクラスタと特に違いはありません。 

 

ただし、ESXi のアップグレードやファームウェアのアップグレードでホストの再起動が必要となる場合は

実行されている仮想マシンについて考慮が必要になります。 

詳細はアップグレードプランの確認にあります仮想マシンの待避についてご確認ください。 

 

 

SNRT(Single Node Replication Target)などの 1 ノードクラスタでも LCM は使用できますか？ 

LCM によるソフトウェアアップグレードは 1 ノードクラスタであっても LCM から実施可能です。 

なお、1 ノードクラスタにて LCM で AOS や AHV をアップグレードする場合、該当クラスタのホスト上

の CVM 以外のすべての仮想マシンについて、アップグレードの実施前にパワーオフしておく必要があり

ます。このため Dark Site の 1 ノードクラスタでローカル Web サーバをご利用の場合、ローカル Web サ

ーバは該当の 1 ノードクラスタ以外で構築する必要がございます。 

もし該当の 1 ノードクラスタしか存在しないサイトの場合、Direct Upload の利用をご検討ください。 

 

LCM によるファームウェアのアップグレードは、1 ノードクラスターでは実施いただけません。 

マニュアル(手動)でのアップグレードとなります。 

 

Nutanix 機器(NX)をご利用の場合、各ファームウェアのマニュアルアップグレードについては以下ドキュ

メントをご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Hardware-Admin-Guide:bre-manual-firmware-update-c.html 

 

Nutanix 以外のサードパーティー製のハードウェアをご利用の場合は、該当機器のベンダーにお問い合わ

せください。 

  

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Hardware-Admin-Guide:bre-manual-firmware-update-c.html
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アップグレード候補に表示されるが、選択できないソフトウェア/ファームウェアがあります 

緊急性を要する、まず先にアップグレードする事が強く推奨となるソフトウェア/ファームウェアのアップ

グレードが存在する場合、該当のアップグレードを実施するまで、他のアップグレードについては選択で

きない状態になっている場合がございます。 

 

詳細につきましては、KB-9111 をご参照ください。 

なお 2024/10 現在、緊急性があり他のアップグレードを阻害するアップグレードはございません。 

ただし、これは今後そうしたアップグレードが生じないことを保証するものではございません。 

 

 

アップグレードするつもりのないソフトウェア/ファームウェアも選択されてしまいます 

ソフトウェア/ファームウェアのアップグレードには依存関係があり、同時に、あるいは先にアップグレー

ドを行う必要がある必要が生じる場合がございます。 

これは以下の様な場合になります。 

 

• Nutanix 機器(NX)の場合、サポートされる BIOS と BMC の組み合わせには制限があります。この制限を

守るため、BIOS あるいは BMC のアップグレードを選択した場合、BMC(あるいは BIOS)についても同時

に選択される場合がございます 

• AHV のアップグレードを指定した場合、その AHV をサポートする AOS が同時に選択されます 

• Foundation のバージョンが古い場合に、ファームウェアのアップグレードを選択するとあわせて

Foundation が選択される場合があります53 

 

  

 
53 AOS に含まれる Foundation はノードの追加(Expand Cluster)の際に追加されるノードをイメージングするため、

またファームウェアのアップグレードなどでノードを Phoenix にて起動する必要がある場合にそれらを統括するサー

ビスになります。Foundation のバージョンが古い場合には、まず Foundation をアップグレードを行い、その後にア

ップグレードされた Foundation を使用したファームウェアのアップグレードが実施されます。 

Foundation 4.5.3 へのアップグレードが存在するが、緊急のアップグレードがまだ適用されていないため 
Foundation 4.2.1 からアップグレードができない状態になっている。(KB-9111 より) 

https://portal.nutanix.com/kb/9111


- 51 – 

 

NX-3460-G7 の 4 ノードクラスタで、ESXi 7.0U3c から 7.0U3n へアップグレードをしたいのですが、

Metadata ファイルが見つかりません 

大変申し訳ございません。2024/10 現在、LCM 3.0 ではサポートポータルにて Metadata ファイルが提供

されていないバージョンの ESXi へのアップグレードはまだサポートされておりません54。 

 

Hypervisor Support の Nutanix - VMware ESXi に Metadata ファイルがないが Nutanix でサポートされて

いるバージョンの ESXi へのアップグレードについては、当面 1-Click Upgrade をご利用頂くか、マニュ

アルでのアップグレードの実施をお願いします。 

1-Click Upgrade での ESXi のアップグレードについては、以下ドキュメントをご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Acropolis-Upgrade-Guide-v6_5:upg-hypervisor-upgrade-esxi-

c.html 

 

1-Click Upgrade ではオフラインバンドルのアップロード時に Metadata ファイルをあわせてアップロー

ドする以外に、アップロードするオフラインバンドルの MD5 値を入力することで Metadata ファイルの

代用ができます。 

 

 

  

 
54 これは将来のバージョンの LCM にて改善の予定となっております。 

Prism の Settings(設定)にある Upgrade Software(ソフトウェアのアップグレード)は、LCM
以前より使われてきたソフトウェア/ファームウェアのアップグレードの UI で、一部機能は
まだ使用可能である。 
1-Click Upgrade での Hypervisor のアップグレードの場合は、Metadata(JSON)ファイルの 
使用以外にアップロードするバイナリの MD5 値を入力することで代用が可能となっている。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Acropolis-Upgrade-Guide-v6_5:upg-hypervisor-upgrade-esxi-c.html
https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Acropolis-Upgrade-Guide-v6_5:upg-hypervisor-upgrade-esxi-c.html
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LCM 用ローカル Web サーバを Windows で構築することは可能ですか？ 

はい。可能です。 

ローカル Web サーバは LCM が必要とするコンテンツを HTTP/HTTPS で配信するだけの単なる Web サ

ーバであり、Linux や特定の Web サーバソフトウェアに依存しません。たとえば以下ドキュメントでは、

Windows Server および IIS を利用したローカル Web サーバの構築についても記載がございます。詳細は

以下ドキュメントをご確認ください。 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v3_0:top-web-server-setup-c.html 

 

なお、WinZip にて LCM Bundle を展開する場合、バンドル内部に存在するテキストファイルの改行コー

ドが UNIX(LF)から DOS(CRLF)に暗黙に変換されてしまい、LCM の動作不良を起こす事があります。 

WinZip の以下設定についてチェックを外し無効にしてから、アーカイブの展開を行ってください。 

• Settings > Advanced > TAR file smart CR/LF  

• WinZip の設定 > 上級版 > TAR ファイルのスマート CR/LF 変換 

 

 

ローカル Web サーバにアップグレード対象のソフトウェアの LCM Bundle を展開しましたが、Perform 

Inventory を実施してもアップグレード候補に表示されません 

最新の Nutanix Compatiblity Bundle をダウンロードしてローカル Web サーバでの LCM Bundle の展開に

て最後に ./release フォルダに展開したかをご確認ください。Dark Site での Direct Upload の場合もアッ

プロードした Nutanix Compatiblity Bundle が最新のものだったかをご確認ください。 

もし疑わしい場合は、サポートポータルより再度 Nutanix Compatibility Bundle をダウンロード、ローカ

ル Web サーバの場合は release フォルダに展開、上書き、Dark Sited での Direct Upload の場合は再度ア

ップロードを行ってください。 

 

依存関係が満たされない場合にそもそもアップグレードが選択できない場合がございます。 

たとえばファームウェアのアップグレードで Foundation が依存関係にあるバージョンより古いのだが、 

ローカル Web サイトで Foundation の LCM Bundle を展開していない、Dark Site での Direct Upload で

Foundation の LCM Bundle をアップロードしていない、などが想定されます。 

ファームウェアをアップグレードする場合は Foundation のバージョンを確認、最新でない場合はサポー

トポータルより最新の Foundation の LCM Bundle を取得してローカル Web サーバに展開、あるいは

Direct Upload の場合はアップロードしてください。 

同様の AHV のアップグレードの場合は対応する AOS についても取得、展開ないしはアップロードをお試

しください。 

  

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v3_0:top-web-server-setup-c.html
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LCM 用ローカル Web サーバーを使用している環境で Perform Inventory を実施しても AOS バンドルの

AHV がアップグレード候補に表示されません 

Dark Site にてローカル Web サーバを使用している場合、AOS のアップグレードに含まれているはずの

AHV ハイパーバイザについては Perform Inventory を行っても LCM の Update の Software の画面に表示

されません(下図)。 

同様に Dark Site での Direct Upload でも同様に AOS の LCM Bundle をアップグレードしても同梱され

ている AHV は Update の Software の画面に表示されません。 

 

Dark Site での AHV をハイパーバイザとするクラスタの LCM による AOS アップグレードの場合、アップ

グレード後の AOS のバージョンでサポートされる AHV ハイパーバイザを確認、AHV のアップグレードが

必要な場合は、AOS LCM Bundle のダウンロードにあわせて AHV LCM Bundle のダウンロードを行って

ください。 

ローカル Web サーバの場合は AOS LCM Bundle とあわせて AHV LCM Bundle について release フォルダ

に展開、Dark Site での Direct Upload の場合は AOS LCM Bundle とあわせて AHV LCM Bundle もアップ

ロードしてください55。 

  

 
55 AOS と AHV のアップグレードについてはまず AOS のアップグレードを実施、その後に AHV を速やかにアップグ

レードする、あるいは AOS と AHV を共にチェックし同時にアップグレードのどちらでも構いません。 

ローカル Web サーバに AOS 6.5.6.6 の LCM バンドルを展開、Perform Inventory を行ったところ。AOS だけがアップグレードの選択肢
に表示され、その中に含まれている AHV については表示されていない。 

ローカル Web サーバに AOS 6.5.6.6 と AHV-20220304.423 の LCM バンドルを展開、Perform Inventory を行ったところ。 
AOS, AHV のどちらもが選択肢に現れる。 
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Dark Site にて AOS のアップグレードを行いましたが、Inventory をみると NCC や Foundation が AOS

に付属のバージョンより古いバージョンに表示されています 

 

AOS には NCC, Foundation が含まれており、クラスタの同ソフトウェアが含まれているバージョンより

古い場合は、AOS のアップグレード時にあわせてアップグレードされます。これは AOS LCM Bundle の 

項目の記載の通りです。 

しかし AOS アップグレード後に LCM の Inventory の画面を確認すると AOS についてはアップグレード後

のバージョンが表示されるのに対し、付属のソフトウェアについてはアップグレード前の情報が表示され

たままになっております。 

この場合、一度 LCM Perform Inventory を実施してください。 

Perform Inventory を実施すると Inventory 画面の内容が更新され、クラスタに実際にインストールされて

いるバージョンが表示されます。 

  

Dark Site での LCM による AOS 6.5.5.6, AHV 20220304.511 へのアップグレード直後の Inventory の画面 
AOS, AHV についてはアップグレード後のバージョンが表示されているが、NCC, Foundation については AOS6.5.6.6 付属の NCC 4.6.6.3 
Foundation 5.5 の表示がされておらず、AOS のアップグレード前のバージョンのまま表示されている。 
なお、これは Inventory の表示の問題であり、実際のクラスタではアップグレードが行われている。 
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Perform Inventory あるいは LCM でのアップグレードでエラーが発生しました 

• LCM の要件について今一度ご確認ください。 

• Connected Site の場合はインターネットとの接続、ローカル Web サーバをご利用の場合はローカル Web

サーバまで適切に接続ができる必要がございます。以下についてご確認ください。 

• DNS の設定は適切ですか? 

とくに Connected Site の場合は弊社サイトが名前解決できる必要がございます。これは HTTP プロキ

シーを使っていても必要になりますのでご注意ください。 

• NTP サーバの設定は適切ですか? 

HTTPS など SSL/TLS は時刻が大幅にずれている場合適切に動作しません。 

NTP サーバが適切に構成されていること、また CVM の時刻が適切なことをご確認ください。 

• HTTP プロキシーを利用の場合、適切に動作しておりますか? 

一部の HTTP プロキシーでは証明書を詐称することで SSL/TLS の通信を盗聴/改竄する場合がござい

ます。これらは Man-In-The-Middle Attack(MITM:中間者攻撃)あるいは HTTPS Inspection とも呼ば

れておりますが、こうした改竄行為が行われる場合 LCM は正しく動作しません。そのような HTTP プ

ロキシーの利用をやめるか、KB-15999 の記載をもとに Connected Site で LCM が使用するサイトを

除外設定してください。 

• ヘルスチェックを実施、クラスタにて上記の問題ないしはそれ以外の問題が生じていないかを確認し

てください。ヘルスチェックの実施方法については日本語でのサポートドキュメントのページにあり

ますサポート初期診断のための AOS 情報収集のドキュメントの 2.1 ないしは 3.2 をご確認ください56。 

• Perform Inventory やアップグレードの実施の際には、Pre-Check と呼ばれる事前の状態確認が実施され

ます。Pre-Check で失敗した場合はチェックに該当する Knowledge Base(KB)の番号が記載されている

場合があります。番号に対応する KB をご確認ください。 

 

上記を確認しても問題が解消されない場合は、Nutanix のサポートへお問い合わせください。 

  

 
56 また、Nutanix のサポートへお問い合わせを頂く際には、サポート初期診断のための AOS 情報収集にある手順で

ヘルスチェックおよび AOS 構成情報の取得を実施の上、サポートケースを作成、ケースへ添付をお願いします。 

https://portal.nutanix.com/kb/15999
https://www.nutanix.com/jp/support-services/product-support/support-documentation
https://www.nutanix.com/content/dam/nutanix/ja/resources/support/doc-support-data-gathering-jp.pdf
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LCM の動作でサポートに問い合わせをしたい場合、どうするべきでしょうか? 

以下の情報をまとめて、サポートポータルにてケースを作成してください。 

 

1. 【重要】事象の発生(たとえばアップグレードに失敗したなど)の発生日時57 

2. 行った操作の具体的な説明 

何時何分に Perform Inventory のボタンを押して実行した、などどういった操作を行ったかを、箇条書

きで構いませんのでご記載ください 

3. 上記の操作の結果についての説明、とそれが確認できる情報 

「うまくいかなかった」「失敗した」などの主観的な内容ではなく、何時何分にどういったエラーメッ

セージが Prism の画面に表示され、Fail などの内容から失敗したと判断した、など具体的な内容でご

説明をお願いします。 

Prism(LCM)を表示しているブラウザのウィンドウ全体でのスクリーンショットを採取、送付をお願い

いたします。 

4. エラーメッセージ中に、以下の文字列が含まれる場合があります。 

Logs have been collected and are available to download on <CVM の IP アドレス> at 

/home/nutanix/data/log_collector/lcm_logs__xxxxx.tar.gz 

この場合は、IP アドレスが表示されている CVM の記載のパスにログバンドルが収集されています。

WinSCP などで回収頂き、Nutanix サポートまで送付し、対処をお問い合わせください。 

5. 日本語でのサポートドキュメントのページにありますサポート初期診断のための AOS 情報収集をご確

認の上、ヘルスチェックおよび AOS 構成情報を取得、ご送付ください。 

 

 

  

 
57 ログからの調査では操作の時間とメッセージが出力した時間を突き合わせることで確認を進めます。正しい時間が

分からないとこうしたログの確認に多大な時間が必要となります。 

https://www.nutanix.com/jp/support-services/product-support/support-documentation
https://www.nutanix.com/content/dam/nutanix/ja/resources/support/doc-support-data-gathering-jp.pdf
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参考情報 

● Acropolis Upgrade Guide  

AOS 6.5 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Acropolis-Upgrade-Guide-v6_5:Acropolis-Upgrade-Guide-v6_5 

AOS 6.8 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Acropolis-Upgrade-Guide-v6_8:Acropolis-Upgrade-Guide-v6_8 

 

AOS 6.10 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v6_10:wc-pe-upgrade-nav-u.html 

AOS 7.0 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Web-Console-Guide-Prism-v7_0:wc-pe-upgrade-nav-u.html 

** Acropolis Upgrade Guide は AOS6.10 より上記の Prism Element Web Console Guide に統合されました 

 

 

● Life Cycle Manager Guide 

https://portal.nutanix.com/page/documents/details?targetId=Life-Cycle-Manager-Guide-v3_0:Life-Cycle-Manager-Guide-

v3_0 

** Life Cycle Manager Dark Site Guide は LCM 3.0 より上記の Life Cycle Manager Guide に統合されました。 

 

● 関連 KB 

KB-4409 LCM (Life Cycle Manager) Troubleshooting Guide  https://portal.nutanix.com/kb/4409 

KB-5351 LCM Troubleshooting LCM on Dell Clusters  https://portal.nutanix.com/kb/5351 

KB-6107 LCM upgrade impact table  https://portal.nuatnix.com/kb/6107 

KB-6134 LCM Troubleshooting LCM on Lenovo Clusters  https://portal.nutanix.com/kb/6134 

KB-7536 LCM-Generic FAQs  https://portal.nutanix.com/kb/7536 

KB-9111 LCM update is disabled since there is an emergency update available https://portal.nutanix.com/kb/9111 

KB-9273 LCM Troubleshooting LCM on HPE Clusters : https://portal.nutanix.com/kb/9273 

KB-11979 HPE DX unavailability of SPP upgrade under LCM | Manual SPP Upgrades https://portal.nutanix.com/kb/11979 

KB-15999 The list of destinations that should be excluded from HTTPS Inspection https://portal.nutanix.com/kb/15999 

KB-17070 LCM - HPE : Firmware upgrade for certain components may fail using firmware below iLO 3.04 

https://portal.nutanix.com/kb/17070 
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